
並進対称性のある系では、ρ121(r,r′)=ρ
29(r一r′)だから、

(Σeち△k・伍~r」))=/か/か
′Cttk・律一つ〆9は一r′)

'≠J

△r=r一 ゴとして、ゴ→ △rに変数変換
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ん(△k)があらわれた。

がって、

(lψ(r)12)=

(17)式の〈・…)の中で、

2項 目は、k=k/の ときにだけ寄与する前方散乱を表 している。

1項目は、同じ粒子からの寄与で、2項 目が違う粒子による干渉を表坑

前方散乱を無視すれば、

島 (N tt Nρ
ん(Ak)―トゴV2び△k,。}==五万(1+炉吹Ak)―トゴVδ△k,0}     (17)

前方散乱を除いた部分を静的構造因子といい、S(k)と かく。

S(k)=1+ρ ん(k)

〈膨(r)|わ=尊S(△り=挙(1+ρ元(△k)}

(18)

(19)

(3)測定結果

3      4

k(庁
1)

3重′点近くの液体ナ トリウムの静的構造因子。点は、x線 散乱による実験結果 (Gr∝面eldら

1971)。カーブは、T~4のポテンシャルで計算 したモンテカルロシミュレーション。

(HttSen_McDonald,P104)
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